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2000年鳥取県西部地震(Mj7.3)は，それまで活断層が認定されていない地域で発生したM7クラス
の内陸地震であり，変動地形学的手法による活断層の検出・認定が必ずしも十分ではないという
問題を提起した．しかしながら，地震後の精力的な調査によって，地震を引き起こしたのは未成
熟な断層であり，震源断層からの主破壊は地下1～2kmまで達したものの，地表ではいくつかに
分散する僅かな横ずれ変位しか生じなかったことが明らかにされた．このような未成熟な活断層
や低活動性で変動地形が明瞭でないような活断層等を概要調査等において予め認定しておくこと
は，地層処分の長期的な安全性を確保するためにも重要となる．活断層の調査は，既存文献の調
査のほか，変動地形学的調査，地表地質調査，地球物理学的調査等を適切に組み合わせた調査を
行う必要性が指摘されている(原子力安全委員会，2008)．このうち筆者らは，地磁気・地電流法
(MT法)による比抵抗構造解析を使った地球物理学的なアプローチ及び地下水中の希ガス同位体
を用いた地球化学的なアプローチの検討を進めている．
 大地震の発生には地殻内の流体の存在が関係したとする事例が，これまでの地震学的研究によ
り示されている．一方で，2004年新潟中越地震の震源域や米国のSan Andreas断層付近におい
て，マントル起源物質の上昇を示唆する地下水中の高いヘリウム同位体比が観測されている．こ
こで，MT法により推定される地下の比抵抗は，空隙率や流体の存在に伴い変化するため，MT
法は断層付近で観測される高いヘリウム同位体比の原因となり得るマントル起源流体の存否を確
認するための有効な手法の一つであると考えられる．そこで本研究では，2000年鳥取県西部地
震余震域を含む約80×80kmの領域を対象としてMT法探査を行い，本領域下の三次元比抵抗構
造を推定した．
 観測にあたっては，同領域内に37点の測点を展開し，Phoenix社製MTU-5システムにより磁場
3成分，電場2成分の時系列を測定した．測定時間は夜間を含む15時間とし，各測点で2日間以上
の測定を行うとともに，リモートリファレンス点を岩手県西和賀町に設けた．解析にはSasaki (2
004)による三次元インバージョン法を用い，本観測及び同領域における既存調査(鳥取県, 2004;
Asamori et al., 2009)により得られた見掛比抵抗と位相のデータから，地殻及びマントル最上部
の三次元比抵抗構造を推定した．その結果，2000年鳥取県西部地震余震域及びその周辺下にお
ける以下の特徴が明らかになった．
(1)余震域南西部の下部地殻において，マントル最上部から連続する100Ωm以下の顕著な低比抵
抗体が認められ，モホ面付近で発生した低周波イベントは，その端部に位置する．
(2)この低比抵抗体は，本震の震源付近まで連続するようにイメージされる．これらのことか
ら，この低比抵抗体は地殻内の流体の存在を示唆し，上部マントルから地殻に上昇した流体が20
00年鳥取県西部地震の発生に関与した可能性が考えられる．
(3)さらに，余震域南部の上部地殻では北部に比して低比抵抗を示す．このことが示唆する地震



発生層の不均質構造は，地表で観測される地下水溶存ガスのヘリウム同位体比の空間的な不均質
性に関与していると考えられる．
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